
閣 議 及 び 閣 僚 懇 談 会 議 事 録 

開催日時：平成３１年４月２３日（火） ８：２１～８：３９ 

開催場所：総理大臣官邸閣議室 

出 席 者：麻 生 太 郎 国務大臣（副総理，財務大臣，内閣府特命担当大臣） 

石 田 真 敏 国務大臣（総務大臣，内閣府特命担当大臣） 

山 下 貴 司 国務大臣（法務大臣） 

河 野 太 郎 国務大臣（外務大臣） 

柴 山 昌 彦 国務大臣（文部科学大臣） 

根 本 匠 国務大臣（厚生労働大臣） 

𠮷 川 貴 盛 国務大臣（農林水産大臣） 

世 耕 弘 成 国務大臣（経済産業大臣，内閣府特命担当大臣） 

石 井 啓 一 国務大臣（国土交通大臣） 

原 田 義 昭 国務大臣（環境大臣，内閣府特命担当大臣） 

岩 屋 毅 国務大臣（防衛大臣） 

菅 義 偉 国務大臣（内閣官房長官） 

渡 辺 博 道 国務大臣（復興大臣） 

山 本 順 三 国務大臣（国家公安委員会委員長，内閣府特命担当大臣） 

宮 腰 光 寛 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

平 井 卓 也 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

茂 木 敏 充 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

片 山 さつき 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

鈴 木 俊 一 国務大臣（東京オリンピック・パラリンピック担当大臣） 

欠 席 者：安 倍 晋 三 内閣総理大臣 

陪 席 者：野 上 浩太郎 内閣官房副長官 

杉 田 和 博 内閣官房副長官 

横 畠 裕 介 内閣法制局長官 

欠 席 者：西 村 康 稔 内閣官房副長官 

閣議案件：別添案件表のとおり。 

〇一般案件 １件 

〇国会提出案件 １４件 

〇公布（条約） １件 

〇公布（法律） ５件 

〇政令 ４件 

○人事        ４件 

○報告        １件 

○配布        ４件 

いずれも，案件表のとおり，決定，了解等となった。 
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議事内容： 

○菅国務大臣：ただ今から，閣議を開催いたします。 

まず，閣議案件について，野上副長官から御説明申し上げます。 

○野上内閣官房副長官：国会提出案件について，申し上げます。質問主意書に対する

答弁書１４件について，お手元の資料のとおり，御決定をお願いいたします。 

次に，「日・アルメニア投資協定」の公布について，御決定をお願いいたします。

本協定は，昨年の通常国会で承認を得たものであり，本年５月１５日に効力を生ず

るものであります。 

次に，法律の公布について，御決定をお願いいたします。「平成３７年に開催され

る国際博覧会の準備及び運営のために必要な特別措置に関する法律」外３件が，１

９日の参議院本会議において，可決成立したものであります。 

次に，政令３件について，御決定をお願いいたします。まず，「金融商品取引法施

行令の一部を改正する政令」は，公開買付けが義務付けられない株券の買付け等に，

外国金融商品市場における買付け等のうち，公開買付けによらないで株券等が取得

されても投資者保護に支障を生ずることがないと認められるものを追加するもの

であります。 

次に，「独立行政法人日本スポーツ振興センター法施行令の一部を改正する政令」

は，同センターが実施する災害共済給付について，障害見舞金等の額の引上げ及び

共済掛金の額の改定等を行うものであります。 

次に，「海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律施行令の一部を改正する政

令」は，船舶からのふん尿等の排出の規制及び船舶の燃料油に含まれる硫黄分濃度

の基準を強化するものであります。 

次に，人事案件について，申し上げます。まず，麻生副総理が日米及び日カナダ

首脳会談同席等のため２５日から２９日まで，茂木内閣府特命担当大臣が日米首脳

会談同席等のため２５日から２８日まで，それぞれ海外出張されますので，御了解

をお願いいたします。 

次に，東宮大夫小田野展丈を侍従長に，侍従長河相周夫を上皇侍従長にそれぞれ

任命すること等について，お手元に配布しております資料のとおり，御決定をお願

いいたします。 

次に，中地洌外１４２名の叙位又は叙勲について，御決定をお願いいたします。 

なお，元衆議院議員相澤英之を正三位に叙するものがあります。 

次に，「平成３０年度第４・四半期に締結された無償資金協力に係る取極」につい

て，御報告があります。本件は，本年１月から３月までの３か月間に締結された，

２４か国，１０機関の計６３件，総額約４００億円の取極について，取りまとめた

ものであります。 

次に，配布資料といたしまして，外交青書があります。本件につきましては，後

程，外務大臣から御発言があります。 

次に，件名外案件について，申し上げます。「無償資金協力に係る取極の締結」に

ついて，御決定をお願いいたします。本件は，我が国と相手国政府との間で実質的
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な合意をみた無償資金協力を取りまとめたもので，１７か国，１機関に対する計２

２件，総額約１６８億円の贈与を行うものであります。個々の案件につきましては，

相手国政府との書簡交換までそれぞれ不公表といたしたいので，御了承をお願いい

たします。なお，締結状況は適宜取りまとめ，別途，閣議に御報告することといた

します。 

次に，準備のための案件といたしまして，法律の公布及びその関連政令について，

あらかじめ御決定をお願いいたします。これらは，当該法律の成立を条件に，御決

定をお願いするもので，その成立まで不公表扱いとなりますので，御了承をお願い

いたします。まず，「旧優生保護法に基づく優生手術等を受けた者に対する一時金の

支給等に関する法律」は，明日の参議院本会議において，可決成立する予定であり

ます。 

次に，「同法に基づき都道府県に交付する事務費に関する政令」は，一時金の支給

に係る事務の処理に必要な費用として,都道府県に交付する交付金の額を定めるも

のであります。 

〇菅国務大臣：次に，大臣発言がございます。まず，外務大臣から２件御発言がござ

います。 

〇河野国務大臣：まず，平成３１年版外交青書について申し上げます。平成３１年版

外交青書の要旨をお手元に配布いたしました。 

今回の外交青書では，米朝首脳会談の開催など北朝鮮をめぐる動きや安倍総理の

訪中等を通じた日中関係の改善など，主として平成３０年暦年の国際情勢と日本外

交の動きを記載しています。 

次に，サイクロン・イダイの影響を受ける南部アフリカ３か国に対する緊急無償

資金協力について申し上げます。サイクロン・イダイの影響を受ける南部アフリカ

３か国に対する支援として，国連世界食糧計画（ＷＦＰ）を含む３つの国際機関に

対し，合計１，１７０万ドルの緊急無償資金協力を行うこととします。 

我が国としては，モザンビーク，マラウイ，ジンバブエにおいて支援を必要とす

る人々に対し，食料，水・衛生，脆弱な人々の保護，シェルター及び非食料援助物

資，キャンプ管理・調整，早期復旧等の分野への支援を実施する予定です。 

〇菅国務大臣：次に，内閣総理大臣臨時代理たる麻生副総理から御発言がございます。 

〇麻生国務大臣：私と茂木大臣は，それぞれ海外出張いたしますが，その出張不在中， 

石田大臣を財務大臣の臨時代理及び金融担当大臣の事務代理に，世耕大臣を経済財

政政策担当大臣の事務代理に，それぞれ指定又は命じることといたします。なお，

私が不在中の内閣総理大臣の臨時代理は，既に指定されているとおり，菅内閣官房

長官となりますので御了知願います。 

〇菅国務大臣：これをもちまして，閣議を終了いたします。 

  引き続き，閣僚懇談会を開催いたします。まず，鈴木大臣。 

〇鈴木国務大臣：４月１９日に，岩手県，宮城県及び福島県に出張しました。 

３県の知事にそれぞれお会いさせていただき，先日の前大臣の発言が，被災者の

皆様に御迷惑をお掛けしたことに関し，お詫び申し上げました。その上で，復興オ
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リンピック・パラリンピックに向けて御協力を頂けるよう，改めてお願いをし，ま

た，知事のお考えを伺ってまいりました。 

知事の皆様からは，復興オリンピック・パラリンピックの実現に向けて，改めて

一緒に頑張っていきましょうという言葉とともに，様々なお考えをお伺いしました。 

復興オリンピック・パラリンピックは，東京大会の重要な柱の一つです。今回い

ただいた御意見を踏まえ，真の意味での復興オリンピック・パラリンピックを実現

するため，被災３県との連携を密にしながら，しっかりと取り組んでいきたいと思

いますので，閣僚各位には，一層の御理解と御協力をお願い申し上げます。 

〇菅国務大臣：次に，環境大臣。 

〇原田国務大臣：地球温暖化対策や節電のための具体的な行動の一つとして，例年，

「クールビズ」という名称で，夏期の室温の適正化とその温度に適した軽装を広く

呼び掛けております。皆様の御協力のお陰で，気温に合わせて柔軟な服装で過ごす 

ライフスタイルも，定着してまいりました。 

今年の実施期間も，昨年と同様，５月から９月までとします。なお，１０月にお

いても，暑い日には室温の適正な管理と，各自の判断による軽装を引き続き呼び掛

けてまいります。 

各府省におかれましても，「クールビズ」が地球温暖化対策と節電の観点から行わ

れる取組であることを改めて御認識の上で，室温の適正化と軽装を率先して実行し

ていただき，取組の輪を広げていただきますようお願い申し上げます。 

〇菅国務大臣：次に，宮腰大臣から２件御発言がございます。 

〇宮腰国務大臣：まず，「クールビズ」に関連し，沖縄担当大臣として，私からも一言

申し上げます。 

「クールビズ」の期間中，服装の選択肢の一つに，沖縄の「かりゆしウェア」を

加えていただければと思います。「かりゆしウェア」の着用は，「クールビズ」の観

点のみならず，沖縄の産業振興の面においても重要であり，閣僚の皆様の御理解と

御協力をお願いいたします。 

次に，平成３１年度消費者月間について申し上げます。毎年５月は「消費者月間」

です。昭和６３年以来，今年で第３２回目となります。消費者団体，事業者団体，

行政等が一体となって，消費者問題に関する教育・啓発等の事業を集中的に行うこ

ととしており，消費者支援に功労のあった方への内閣総理大臣表彰や，シンポジウ

ムなどを実施しております。 

今回のテーマは，「ともに築こう 豊かな消費社会～誰一人取り残さない ２０１

９～」です。「誰一人取り残さない」社会の構築は，２０１５年に国連で採択された

「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」の基本理念であり，政府を挙げて取り組むべき

課題です。消費者庁も，「エシカル消費の普及・啓発を含む消費者教育の推進」など，

持続可能なより良い社会の構築に向けた施策を，消費者月間の機会を捉えてより一

層推進するため，このテーマを掲げることといたしました。関係閣僚の御理解，御

協力をお願い申し上げます。 

〇菅国務大臣：ほかに御発言はございますか。 
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  無いようですので，以上をもちまして，閣僚懇談会を終了いたします。 
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平成31年 

４月 23日 

◎ 国 会 提 出 案 件

1. 衆 議 院 議 員 初 鹿 明 博 （ 立 憲 ） 提 出 小 型 無 人 機

等 飛 行 禁 止 法 等 改 正 案 の テ ロ 抑 止 効 果 と テ ロ

防 止 の 具 体 策 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に

つ い て （ 決 定 ）        （ 内 閣 官 房 ）

○ 1. 参 議 院 議 員 小 西 洋 之 （ 立 憲 ） 提 出 元 号 を 「 令

和 」 と 改 め る 政 令 の 閣 議 決 定 及 び 公 布 に 関 す 

る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ） 

( 同 上 )

1. 参 議 院 議 員 古 賀 之 士 （ 民 主 ） 提 出 ペ イ モ ン に

関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ）

（ 金 融 庁 ） 

1. 参 議 院 議 員 古 賀 之 士 （ 民 主 ） 提 出 ペ ト ロ に 関

す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ）

（ 同 上 ） 

1. 衆 議 院 議 員 逢 坂 誠 二 （ 立 憲 ） 提 出 刑 事 施 設 に

お い て 勤 務 す る 職 員 に 対 す る 団 結 権 禁 止 に 関

す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ）

（ 法 務 省 ） 

1. 衆 議 院 議 員 井 出 庸 生 （ 社 保 ） 提 出 刑 法 の 性 犯

罪 規 定 の 見 直 し 等 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁

書 に つ い て （ 決 定 ）        （ 同 上 ）

1. 衆 議 院 議 員 柚 木 道 義 （ 無 ） 提 出 少 年 法 適 用 年

齢 引 き 下 げ に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ

い て （ 決 定 ）           （ 同 上 ）

1. 参 議 院 議 員 古 賀 之 士 （ 民 主 ） 提 出 新 し い 日 本

銀 行 券 の 素 材 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に

つ い て （ 決 定 ）         （ 財 務 省 ）

1. 参 議 院 議 員 古 賀 之 士 （ 民 主 ） 提 出 ベ ネ ズ エ ラ

国 債 等 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て

（ 決 定 ）             （ 同 上 ）

（ 火 ）閣 議 案 件

資 料
あ り

〔 別 添 〕
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1. 参議院議員石上俊雄（民主）提出平成「過ち」 

の 財 政 史 を 教 訓 と す る 「 令 和 」 の あ る べ き 財 

政 運 営 の 構 想 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に 

つ い て （ 決 定 ）         （ 財 務 省 ） 

1. 衆 議 院 議 員 早 稲 田 夕 季 （ 立 憲 ） 提 出 幼 稚 園 類 

似 施 設 に 関 す る 再 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い 

て （ 決 定 ）         （ 文 部 科 学 省 ） 

1. 衆 議 院 議 員 早 稲 田 夕 季 （ 立 憲 ） 提 出 保 育 と は 

何 か に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て 

（ 決 定 ）             （ 同 上 ） 

1. 衆 議 院 議 員 初 鹿 明 博 （ 立 憲 ） 提 出 麻 し ん の 感 

染 者 が 昨 年 を 既 に 上 回 っ た こ と を 踏 ま え た 麻 

し ん の 予 防 接 種 の 定 期 接 種 の 対 象 者 の 拡 大 に 

関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ） 

（ 厚 生 労 働 省 ） 

1. 参 議 院 議 員 石 上 俊 雄 （ 民 主 ） 提 出 我 が 国 の 高 

レ ベ ル 放 射 性 廃 棄 物 の 地 層 処 分 と 「 オ ン カ ロ 

の パ ラ ド ッ ク ス 」， 「 ユ ッ カ マ ウ ン テ ン の 正 

論 」 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て 

（ 決 定 ）          （ 経 済 産 業 省 ） 

 

◎ 公 布 （ 条 約 ） 

   ☆ 投 資 の 自 由 化 ， 促 進 及 び 保 護 に 関 す る 日 本 国 と ア 

ル メ ニ ア 共 和 国 と の 間 の 協 定 （ 決 定 ） （ 外 務 省 ） 

 

◎ 公 布 （ 法 律 ） 

     1. 平 成 ３ ７ 年 に 開 催 さ れ る 国 際 博 覧 会 の 準 備 及 

び 運 営 の た め に 必 要 な 特 別 措 置 に 関 す る 法 律 

（ 決 定 ） 

   ☆  1. 裁 判 所 職 員 定 員 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 

（ 決 定 ） 

     1. 農 業 用 た め 池 の 管 理 及 び 保 全 に 関 す る 法 律 

（ 決 定 ） 

     1. ア イ ヌ の 人 々 の 誇 り が 尊 重 さ れ る 社 会 を 実 現 

す る た め の 施 策 の 推 進 に 関 す る 法 律 （ 決 定 ） 

 

資 料  
な し  

資 料  
な し  
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◎ 政  令 

   ○ 金 融 商 品 取 引 法 施 行 令 の 一 部 を 改 正 す る 政 令 

（ 決 定 ）              （ 金 融 庁 ） 

 〃  ○ 独 立 行 政 法 人 日 本 ス ポ ー ツ 振 興 セ ン タ ー 法 施 行 令 

の 一 部 を 改 正 す る 政 令 （ 決 定 ） 

（ 文 部 科 学 ・ 財 務 省 ） 

 〃  ○ 海 洋 汚 染 等 及 び 海 上 災 害 の 防 止 に 関 す る 法 律 施 行 

令 の 一 部 を 改 正 す る 政 令 （ 決 定 ） 

（ 国 土 交 通 ・ 環 境 省 ） 

  

◎ 人  事 

   ☆ 財 務 大 臣 麻 生 太 郎 外 １ 名 の 海 外 出 張 に つ い て  
（ 了 解 ）  

   〇 東 宮 大 夫 小 田 野 展 丈 を 侍 従 長 に ， 侍 従 長 河 相 周 夫  
を 上 皇 侍 従 長 に 任 命 す る こ と に つ い て （ 決 定 ）  

 〃  〇 東 宮 侍 従 長 加 地 正 人 外 １ ０ 名 を 侍 従 次 長 等 に 任 命  
し ， 皇 室 医 務 主 管 名 川 弘 一 を 願 に 依 り 免 ず る こ と  
に つ い て （ 決 定 ）  

〃  ○ 元 自 治 事 務 官 中 地  洌 外 １ ４ ２ 名 の 叙 位 又 は 叙 勲  
に つ い て （ 決 定 ） 

 

◎ 報  告 

   ☆ 平 成 ３ ０ 年 度 第 ４ ・ 四 半 期 に 締 結 さ れ た 無 償 資 金 

協 力 に 係 る 取 極 に つ い て       （ 外 務 省 ） 

 

          ◎ 配  布 

   ☆ 平 成 ３ １ 年 版 外 交 青 書        （ 外 務 省 ） 

☆ 衆 議 院 大 阪 府 第 １ ２ 区 選 出 議 員 補 欠 選 挙 結 果 調 

（ 総 務 省 ） 

   ☆ 衆 議 院 沖 縄 県 第 ３ 区 選 出 議 員 補 欠 選 挙 結 果 調 

（ 同 上 ） 

☆ 平 成 ３ １ 年 ４ 月 ２ １ 日 執 行 統 一 地 方 選 挙 結 果 の 概 

要 （ 速 報 ）              （ 同 上 ） 

 

 

〔 ○ 署 名 あ り  ☆ 署 名 な し 〕 

資 料  
あ り  

資 料  
あ り  

資 料  
な し  

資 料  
あ り  
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                 平 成 31 年 

                 ４ 月 23 日 

 

◎ 一 般 案 件 

 ○ 無 償 資 金 協 力 に 係 る 取 極 の 締 結 （ 平 成 ３ １ 年 度 第  
１ 次 取 り ま と め 分 ） に つ い て （ 決 定 ） （ 外 務 省 ）  

 

 

〔○署名あり  ☆署名なし〕 

 件 名 外 案 件  （ 火 ）  

資 料  
な し  
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平 成 31 年 

４ 月 23 日 

◎ 公 布 （ 法 律 ）

   ☆ 旧 優 生 保 護 法 に 基 づ く 優 生 手 術 等 を 受 け た 者 に 対

す る 一 時 金 の 支 給 等 に 関 す る 法 律 （ 決 定 ）

◎ 政 令 

 ○ 旧 優 生 保 護 法 に 基 づ く 優 生 手 術 等 を 受 け た 者 に 対

す る 一 時 金 の 支 給 等 に 関 す る 法 律 に 基 づ き 都 道 府

県 に 交 付 す る 事 務 費 に 関 す る 政 令 （ 決 定 ）

（ 厚 生 労 働 ・ 財 務 省 ） 

〔 ○ 署 名 あ り ☆ 署 名 な し 〕

準 備 の た め （ 火 ）

資 料
あ り

資 料
な し
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